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２１世紀初頭における「現代詩の実験」とは何か
－－「他者の言葉を受容する」態度とその育成のための総合システム序論－－
平居 謙
０ はじめに－－発信するだけのひとびと
現代詩関係の雑誌などでよく語られる「詩の閉塞状況」という言葉が嘘のように、最近の〈詩を巡
る状況〉は明るいようにみえる。テレビでは「詩のボクシング」が度々放映され、現代詩の名作をコ
ンパクトに集めた「ポケット詩集」（童話屋刊行）が２０万部を売っているといわれる。また、昨今の
金子みすゞブームで書店の本棚は賑わっている。さらには、沈静化したとはいうものいまだに、詩の
リーディングが各地で盛んに行われたりその延長線上で「ワークショップ」が開催されたりという状
況については拙稿「詩のリーディングに関するワークショップ（禁忌）マニュアル」（本学紀要１号）
の中ですでに述べた。２０代前半～３０代前半の人たちが、自作の詩を携えてカフェやショットバーある
いはアートスペースに集い、お互いの作品を披露しあうのである。それを発表して数年を経た現在で
は、ワークショップはますます盛んである。またインターネットのホームページにも、無数の詩作品
が日々更新され続けており、それらをくまなくチェックすることは何人にも不可能と思われる。
こうしてみると、詩の閉塞という言葉は全く当たっていないようにも思われるが、一方では、確か
に出口の見つからない、まさに「閉塞」というに相応しい状況もみられる。例えば、毎月多くの詩集
が出版されるがその大半は自費出版であるし、それは詩壇の内部でのみ流通する。すなわち、先行詩
人や著名な評者に自作を送付し、批評を仰ぐという活動が一般的に行われている。若い詩人たちの中
ではこのようなありかたに否を唱えるものもあるにはあるが、それが大勢をしめるには未だ至ってい
ない。これは詩集に限らず、その前段階ともいえる同人雑誌においても同様、否、同人雑誌のほうが
手軽に作成・送付できる分だけ、氾濫の度合いははなはだしいといえる。氾濫して仲間内だけでやり
とりされ、しかもほとんどがまともに読まれていないという実感。また受賞しても、それで潤うのは
賞金をもらったその瞬間だけである、或いはその業界のトップに立ったところで、経済的な見返りが
非常に小さいといった現実。それらが相まって「詩の閉塞」という虚脱感を生んでいると考えること
ができる。
華やかに見える「詩の活況」と、詩壇内部で繰言のように発せられる「詩の閉塞」という感覚。一
見矛盾するこの事態を、少し離れた場所から眺めてみるとしかし、ひとり〈詩〉をめぐる状況に限ら
ない、ものごとの本質が見えてくる。それは、〈他者の言葉を受容する〉力の不足、という非常にシ
ンプルな現象である。発信のみ。インプットする態度も能力も持ち合わせていない。また、それにつ
いての必要性を示唆してくれる機会さえ稀である。書き手も読み手も。否、読み手というものが存在
しない。ただ書くだけのひとびと。「詩の閉塞」という言葉が正しいとすれば、この〈不足〉がすな
わち、原因であり正体である。
本稿では、〈他者の言葉を受容する〉力を育成するための具体的方策について、私自身のここ数年
間の実践を踏まえて以下の順で述べてゆきたい。
１ 名作を読むことと、その際の〈遊ぶ〉気持ちについて（１節）
２ 書き手を眼前にして言葉が交わされるということ（２節）
３ 特に初心者に開かれた窓について（３節）
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１ 名作を読むことと、その際の〈遊ぶ〉気持ちについて
本節では、まず、他者の作品を読む上で、もっとも基本的な「読書」とそれを動機付けるための「読
書会」、その延長としての書評等、〈他者の言葉を受容する〉上での、もっともベーシックな事柄につ
いて、季刊詩誌「Lyric Jungle」における実践に即して述べる。
「Lyric Jungle」（責任編集＝山村由紀×平居謙）は０１年秋に創刊され、本稿執筆時点で７号まで刊
行されているが、似たような同人雑誌が多い中で、常に近代詩もしくは近代詩人を特集している点が
特徴的である。ちなみにその特集は１号－草野心平 ２号－小野十三郎 ３号－金子光晴 ４号－谷
川俊太郎 ５号－大手拓次 ６号－林芙美子と永瀬清子 ７号－四季派の詩人たち ８号－村野四郎
である。４号の谷川俊太郎と７号の中で扱われている杉山平一以外は既に没している詩人で、いわば、
歴史上の作品、という印象である。このようにあげると例えば「現代詩手帖」の特集であるとか、国
語国文の領域の商業誌「国語と国文学」「解釈と鑑賞」等の特集にも類似的であるが、各特集の多く
の冒頭に掲載されている座談会を熟読してみると、作品への接し方が全く異なっていることに気づく。
例えば、心平を扱った１号では、初っ端から詩人の、焼き鳥屋をはじめとする職業遍歴や〈家賃不
払いのための〉夜逃げならぬ昼逃げが話題に上がったり、「或る開墾者の新婚日記」という作品に〈初
夜〉の意味で〈しよや〉とあるのを〈しようよ〉の意味に誤読したことを巡って、座談が大いに盛り
上がったりと、さながら、大好きな歌手について語る追っかけファンの放談のようにも感じられる。
そしてとどのつまりは、次のようなくだりである。
あつこ 声だして読んでみて、あの訳を読んでこの訳じゃない、と思った。あれは恋愛のことっ
ていうか……。あそこに〈日本語訳〉ってでているような、あんな〈幸福は……〉て
いうような大きいことを言っているんじゃないと思った。
山村 あ、わたしも思った思った。フランス語みたーい。
あつこ 何かすごい、柔らかい気分で読んでたら〈幸福〉とか出てきたから。あれれれれ、っ
て思って。
上記は、草野心平の「ごびらっふの独白」という作品を巡っての座談のほんの一部である。「ごびらっ
ふの独白」は次のような作品である。
ごびらっふの独白 草野心平
るてえる びる もれとりり がいく。
ぐう であとびん むはりんく るてえる。
けえる さみんだ げらげれんで。
くろおむ てやらあ ろん るるむ かみ う りりうむ。
なみかんた りんり。
なみかんたい りんり もろうふ ける げんげ しらすて
える。
けるば うりりる うりりる びる るてえる。
きり ろうふ ぷりりん びる けんせりあ。 （以下省略…………）
このような具合に、擬音語だけが並べられた奇妙な作品である。蛙が田んぼの中で声を発している、
という設定でかかれたもので、ご丁寧に草野は〈日本語訳〉と称して以下のような文章を添えている。
日本語訳
幸福といふものはたわいなくっていいものだ。
おれはいま土の中の霞のやうな幸福につつまれている。
地上の夏の大歓喜の。
夜ひる眠らない馬力のはてに暗闇の中の世界が来る。
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みんな孤独で。
みんなの孤独が通じあふたしかな存在をほのぼの意識し。
うつらうつらの日をすごすことは幸福である。
この設計は神に通ずるわれわれの。
朱羅紀の先祖がやつてくれた。 （以下省略…………）
この「日本語訳」が実は蛙の視点を借りて書かれた草野の詩、であると一般的にはいえるわけで、そ
れを草野は日本語訳、という形で提出するという演出を施したのである。したがって、本来、訳が間
違っているも何も、全てが元来、草野の世界なのであるから、読者としては文句のつけられない領域
であるはずなのだ。にもかかわらず、それを発言する参加者（やまもとあつこ氏）や、それにひるま
ずに同調する別の参加者（山村由紀氏）のように、なまの感覚をそのまま発言することで、作品を楽
しんでいく、という態度が極めて斬新である。さらに言えば、そのあたりのやり取りをカットするこ
となくむしろ前面に押し出しつつエンターテイメントとしての読書を提示するのが「Lyric Jungle」
の基本コンセプトなのである。好きな歌手について語る自由さ、と先述したが、大好きなテレビドラ
マや映画、漫画やスポーツについて話すのと全く同じな自由気ままさが許されるのだ、という気楽な
実感があってこそ、読書も楽しくなる。元来エンターテイメントであるはずの文学が、アカデミック
の支配下にしか存在しえない状況は異常であるという認識が必要である。
さらにやまもとあつこ氏は〈より正しい訳〉として次のような訳を作って、同誌に掲載している。
楽しんで読むことから、新しい創造が生まれるひとつの例である。
日本語訳
あの子は僕のことからかってばかりいる。
一度あの子をおどかしてやりたくなったんだ。
帰り道、笑いがとまらなくなったふりをしたんだ。
どうしたの。
どうしたというの、あの子の顔がだんだん白くなっていく。
もはやあの子は泣いて泣いてばかり。
悲しい目で見つめるばかり。
いまごろ本当のこと言えるわけがない。
ひとり笑ったんだ。 （以下省略…………）
このような、楽しむことから生まれる「逸脱」としての文化を積極的に認め、かつ紹介してゆくこと
こそ、詩の受容において大きな意味があるといえる。
ここまで述べてきた座談会の母体となっている読書会「詩人を読む会」は０１年の４月に、山村・や
まもと両氏によって月例の形で始められ、現在も進行中。萩原朔太郎・高村光太郎・宮沢賢治・中原
中也・高橋新吉・伊東静雄・稲垣足穂・北園克衛など、近代詩人の主要なメンバーの作品を手当たり
次第に読破中である。こういう会自体はさして珍しいものではないが、例えば、詩に興味の或る人が、
詩集について同好の志を得ようとしても、なかなか難しいのが現状である。象徴的に言えば、今、一
般書店で販売されている現代詩関係の雑誌「現代詩手帖」「詩学」「詩と思想」のうち、手帖以外の２
誌はコンスタントに講座のような形で講座を主催しているのが、それはいずれも作品創作講座の類で
あって、詩を読む会は公開されていない。閉塞状況を嘆く以前に、専門誌においてまず、「読む」機
会をオープンに開かなければ、受容層が形成しえないのは明らかである。この欠落に、現状打開への
大きなヒントを見出すことができる。
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２ 書き手を眼前にして言葉が交わされるということ
「他者の言葉を受容すること」はしかし、決して過去の名作に向かってのみなされるべきことでは
ない。むしろ、同時代を生きる作者の作品を受け入れ、あるいは最現在を走る作り手の眼前に自己の
作品を晒し、対峙することこそ、重要な課題である。本節では、〈同時代読書会〉ともいうべき「作
品合評会」とその基本的ノウハウについて先ず触れ、次に他者の言葉を受容するためのいくつかのト
レーニング方法について解説を加える。
（１）合評会形式
従来から行われている相互批評形式に「合評会」は、詩を巡る考察として有効な方法だが、主催者
によって様々な形態があるようだ。便宜的に次の３つに大別してみる。
 成熟詩人参加型
 創作講座学生型
 文化センター型
そのそれぞれの特徴を列挙してみよう。
は、一定水準の作品とそれに対する批評が期待できる。また、比較的継続・安定して活動を行う
ことができる。従ってレヴェルとしては３つのうちでは一番高いものである。しかし、批評が昂じて、
人格批判にまでつながったり、意見を聞いても、これまでの実作経験が却って素直に耳を傾ける態度
を阻害してしまうことが起こりがちである。
それに対しては、作品のレヴェルとしては期待できない場合も多いが、最低限のトレーニングさ
え施せば、比較的、意見の交換は活発に行うことが可能なグループである。ただ、気まぐれで、詩に
対してどの程度の思い入れを持っているのかが計り辛く、それが分かった頃には、トレーニング期間
が終了してしまって、継続しない場合が多い。
は一概にはいえないけれども、もっとも創作の方面からいえば難しいグループである。比較的受
身の者が多く、講師の意見に必要以上に依存してしまう傾向にある。熱意としては高い場合が多く、
熱心ではあるが、その熱心さは必ずしも創作に有効に働く熱心さではない。
実際には上記のような図式化は成立しないわけで、いずれかの傾向が強いグループということにな
る。０３年８月から９月にかけて３度、実験的に詩誌の定期購読者対象に行われた講座「りりＱ」は、
見事にとの融合型となった。人数的にも詩のキャリアの比較的長い書き手と、学生（レヴェルの
書き手）とが融合し、学生は詩人の言葉に耳を傾け、一方詩人たちは学生の新鮮な、やや常識を外れ
る非常にうまい展開になった。おそらく、学生と文化センター型の融合も可能であると思われる。た
だとの取り合わせは困難が予想される。
合評会は、上記のように受容層が様々で、原則というものはないようなものではある。講師格の詩
人の、リーダーシップの発揮の仕方も様々であるが、基本的に次の点に注意すれば、他者の言葉を受
容するためのよいトレーニングの場所となり得る。
ａ 批評対象作品の良い点、改良すべき点をできるだけ具体的に述べる。
ｂ 批判する場合、それが人格批判の至らないよう、最初に参加者に注意を促す。
ｃ リーダーは要所要所を締める役割に徹し、口を挟まないくらいの心がけで適当
（２）総合ワークショップとしての〈ぽえむバザール〉
ワークショップとしての、〈ぽえむバザール〉については「詩と思想」０２年８月号における長澤忍
氏との対談の中で全体構想をすでに述べたのでそれを参照にされたいが、〈他者の言葉を受容する〉
という目的のためには、作品そのものに触れる以外に、生み出されたばかりの作品が、今まさに公開
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されようという場所のに居合わせるリアリテイーを体感することも重要である。あるいはそれは創作
者たちの息吹、というような言い方をしてもよいのかもしれない。
ぽえむバザールは、０２年５月に平安女学院大学高槻キャンパスで第１回目が持たれ、２回目以降は
場所をキャンパスプラザ京都に移し、現在までに３度開催されている。名前の通り、ぽえむ＝詩、の
バザール＝市場、である。同人誌や詩集がところ狭しと並べられる。関西で行われるため、関西を中
心としたグループが中心ではあるが、それでも東北や時には北海道・九州など遠隔地域からのものも
含む４０近くの同人雑誌グループや個人が出店する。それぞれがブースで雑誌等を販売するが、１ブー
スで複数の詩誌・詩集が販売されるので、２００は優に超える商品がやりとりされることになる。
イヴェント立ち上げの方法はざっと以下の通りである。
 ２～３人のコアスタッフと１０人程度の当日要員を確保する。
 日時・場所・申し込み方法を決定する。屋外も気持ちいいが、天候などのことを考えると、圧倒
的に屋内のメリットが多い。また、風などで並べた作品が飛ぶということもある。以前、同種のイ
ヴェントが屋外で行われたことがあった。そのコンセプトは、「詩に興味のない人を誘致する」と
いうものらしかったが、屋外の人目につくところで行なえばそれが開かれたものであるかのような
錯覚は幼稚な発想である。
 各地域の主な同人雑誌をピックアップし、代表者に連絡する。詩誌「現代詩手帖」の詩人住所録
などを参照にして、郵送で勧誘する。しかし、これでは費用が莫大に必要になるので、インターネッ
トで募集する方がよい。赤字のない健全な運営をこころがけないと、自己満足に終わる。
 出店者から場所代３０００円、などと徴収しているイヴェントもあるが、これは売上がその額に達し
ない場合、徒労感を誘う大きな原因になるので、可能な限りそれは避け、安価な入場料を来場者か
ら徴収するのがよい。
 当日開催時間より１時間程度早く出店者を集め、ルール等を説明し、出店の準備にあてる。
自分以外の詩人の、日常に触れる、というのは特にインターネット世代の詩の書き手にとっては始
めての体験であることも多いらしく、自分以外の詩の書き手との出会い自体がすでに感動をもったら
すような感想も見られる。他者の言葉の受容、という点で言えば、このイヴェントの限られた時間と
いう範囲内では、詩集や雑誌に掲載された作品そのものを熟読する時間的な余裕はおそらく期待でき
ない。しかし、冊子を手にとって見てもらった時に少しだけ交わす言葉だとか、顔の表情、或いは佇
まい。また、ブースを片付けるときの仕草や、その後の懇親会場での裏話の引出し具合、など、まさ
に生の詩人を感じることが可能な環境が用意されているイヴェントである。
もっとも、それだけでは内面にまで目が向かないことも多いことから、何度かに１度は、テーマに
そったシンポジウム（第１回に「なんで同人誌、やるの？」というシンポジウムが開催されている）
などもその中で行うといった工夫がなされている。
（３）若手詩人の声を聞き出す
ぽえむバザールは全体としての詩人や、同好の志が集う熱気のようなものを感じる機会として位置
付けることも可能であろう。が、そこでは、前述のように個々の詩人の内面に繊細に目をむけるとい
うことはなかかか出来ない。
詩の雑誌「ミッドナイトプレス」では、ぽえむバザールとは正反対の試みを００年４月から進行中で
ある。それは、「ごきげんポエムに出会いたい」と称する、主に、詩の世界に本格的に乗り出したと
ころ、あるいは新しく詩集を出したばかりの詩人に対しての、ライトインタビューである。
これは、インタビューそのものもとても面白く、インタビューをすることの魅力自体も連載を支え
るモチーフとなってはいるのであるが、同時に、〈他者の言葉を受容する〉サンプルを示すという意
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図も意識的におこなってきた。
考えてみれば、他者の言葉を受容するには、聞く側が動脈硬化した脳を所有していては不可能であ
る。書評や論考の形で、同時代或いは近代の詩人の業績について云々する雑誌・研究は数多くあるけ
れども、詩人の言葉に浸る・味わう、というものは少なく、それを自己の戦略の一部として適宜利用
しているものが多い。しかし、真に受容しようというならば、恐らくは、それは自分自身をも晒す形
で対峙しなければならない。難解な文体や高邁な論理でもって武装するのは一見真剣勝負に見えるけ
れども、初めから向かい合うことを放棄しているにすぎない。
このため、象徴的にいうならば、受容を示す記述はすべからく話し言葉でなければならない。受け
て自身の恥も充分に晒す覚悟の、本音でなければいけない。１節で例に出した座談や、本節で言った
インタビューが文字通り雑話形態であることには、そういう戦略も含まれている。
詩の新しい展開を望む者は、多少搦め手に見えようとも、詩を受け入れることのできる読者の開拓
に励むべきなのであるが、そのためには先ずトレーニングの場所そのものを確立してゆく必要がある
のではないだろうか。
（４）やや高度なトレーニングについて
本節で触れたような、合評会・イヴェント・インタビュー等を通じて詩の面白さを味わったという
前提がある読者には、次のステップが用意されるべきであろう。ふとした思いつき、面白い発想で作
品に触れることを覚えたら、今度はそれを体系化することでより効果が上がる。
方法としては、［調査→レジュメ作成→口頭発表→質疑応答→指導→レポート化］という、一般的
に大学教育で行われているような方法が最適である。実際に本学「日本語表現法」「日本語文化論」
等の講義では作品分析のトレーニングとしてこの方法を用いている。
ただ問題点としては、大学等の教育機関の場合、明確な目標として単位取得、というものがあるの
で、それが強い動機となって細分にわたって考察を深めてゆく場合も多い。しかし、教育機関でない
場合はまた別の目標を設定する必要がある。例えば、分析の結果を書評として雑誌に掲載することや、
ひいては原稿料が支払われること、あるいは雑誌の知名度をステップアップさせることなど様々な工
夫が可能である。勿論、これらのことは基本的には外部から出なく、内的な必然性をもってなされる
べきであろう。
なお、作品分析において一般的な要素は以下の通りである。
ａ 読者自身の感想（好悪の感情を含む）の明確な提示
ｂ その理由の言語化
ｃ 上記に関する具体的なフレーズ指摘による根拠提示
ｄ 主題に関する考察
ｅ 作品の持つ意義または問題点の指摘
ｆ 同著者による他の作品との比較検討による、該当作品の相対化
ｇ 同時代の他の作者による作品群との比較による著者作品群自体の相対化
ｈ 歴史的考察
上記の要素を適宜アレンジ、つまりある時にはソフトに、またある時にはかなり深く突っ込む形で、
会やグループの目的に応じて変化をつけながら行なう。
なお、この発表をイベントの中などで行う場合、数人によるシンポジウムの形態も可能で、これは
広く一般に行われている通りであるので本稿で触れることはしない。
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３ 特に初心者に開かれた窓について
本稿で見てきたように、他者の言葉を受容するためには、段階に応じていくつもの方法があるのだ
が、最後に特に初心者に対して有効であると思われる２つの「窓」について触れておきたい。
（１）ビジュアルポエム
月刊詩誌「現代詩手帖」に００年５月～０２年３月までの期間、「ビジュアル POEMを探して」という
タイトルで、ビジュアル POEMを応募し、優秀作を掲載するというコーナーを受け持った。イラス
トに言葉を添えたものなどをはじめとする、視覚作品と言葉との境界線上の領域である。非常に奇妙
な、オブジェともゴミとも判別のつかぬ物が送付されて来るなど、少々辟易した部分もあった。が、
気軽にハガキに描いて送る、というとっつきの良さがあるらしく、とくに初心者の投稿も多く感じら
れた。しかし、イラストと言葉が未分化で、純粋に言葉として魅力のあるものはそれほど多くはなかっ
た。結局私自身の結論としてはビジュアル POEMの頂点は、従来から存在する「抒景詩」であると
いうところに至った。それはともかくとして、初心者を詩に導くためのシステムとしては有効だとい
う考えは今でも変わらない。
純粋に言葉として魅力のないもの、という言い方をしたが、これには一つ原因がある。視覚面で目
を引き、それに言葉が添えられているものとして、ミツル（３２６）であるとか、相田みつをなどの書
き手が想起され、それに引きずられるように、ありきたりの人生訓を紙面に展開してしまう投稿者が
多かったことである。
もし、ビジュアル POEMをきっかけに、詩について言葉をめぐらせる機会があったとして、なお
かつそれが投稿というような顔の見えない場所ではないとすいれば、却ってとてもよい題材－－お互
いに他者の言葉を受容する上で－－極めて優れた題材になるだろう。「人生訓ではなぜ詩たりえない
のか」「本当に詩足りえないか」「では詩とは？」という類の、本質的な対話がすぐ先にひらかれてい
る。
（２）テキスト形式を借りた読者への切り込み－－詩集プロデュースの立場から
最後に、読者が他者の言葉を受容するヒントを提示する、という方法の実験について述べておくこ
とにする。
詩は、言語による世界観の創出であるが、その実験性・先端製ゆえに、時に、堕落した世界観を提
示することにもなる。詩は読者にとって安らぎであると同時に、危険な爆弾でもある。書き手自身が
何処までも厳密に分析を繰り返すことで、読者を迷路にさ迷わせてしまう結果になることも多い。
勿論、このような、危険な可能性を認めつつ、しかし、同時に内包されているはずの〈問題解決に
向かう健康さ〉を前面に押し出すために、最近、ある詩集の中で、一つの試みをした。辻元佳史詩集
「世界と戦う７つのレッスン」がそれである。
詩集においては、一般的には作品は、何の前触れもなくそこにおかれ、作品のあとにはそれについ
ての解説など、なにもない。あとがきなどで、概略的あるいは回顧的に作品製作の経緯などが示され
る程度である。また、それさえも、ない場合も多い。
だが、上記の詩集のプロデュースを請け負った際、次のような実験をした。
 全ての作品の前に、作品の内容に関わる質問を配置する。例えば、「世界と戦う、っていうのは
いいけれど何を狙って戦ったらいいのかわからない」というつぶやきを含み、それを主題にした詩
があるとする。その際、作品を読む前に「世界と戦うにはあなたは何処を狙いますか？」と予め問
うのである。読者の視線を予め詩の主題に向けさせるのだ。
 次に、作品の前にその質問に対応する、著者のエッセイを配置する。
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作品を読む前に、著者の、散文による解説を聞くのである。
 その作業を経て、読者は作品にたどり着く。作品に至るまでに、読者はすでに書き手の発想を充
分に理解しているという形になる。
４ おわりに
本稿では、「他者の言葉を受容する」ための態度育成の実践に即して、その方法について解説した。
現代詩の実験、という言葉があるが、それは、長らく、技法上の変革のことを指し示していた。勿
論、詩が言語実験の場、であることに変わりはなく、新しい技法の開発はどの時代においても重視さ
れるべきであるが、今世紀の初頭、すなわち最現在の状況においては、本稿で見たような形での、ト
レーニング過程の実践・研究・体系化・マニュアル化がより以上に重点を置かれるべきである。技法
開発を頻繁に繰り返し、専門化した言語は、一般読者の追随を許さない高みにまで達した、逆に読者
の側からいれば、その詩の言葉の受容に達するためには、多少のトレーニングを要する時代になって
いるにも関わらず、その方法が何ら体系化されていないからである。
現在の詩が本稿冒頭に述べたように、「閉塞状況」にあるとすれば、それは一人作品の問題ではな
く、むしろ、作品を受け入れる読者、あるいはそれにサンプルを示すことの出来ない、批評家の問題
である。批評家が、解きほぐした言葉で持って詩を語り、詩を味わう方法を見せてやれば、読者の間
にもそれは定着する。だが、適切な批評家が不在の現在、一般読者を、導く物は本稿に述べたような
トレーニング方法にを除いてはほかにないのである。
閉塞状況を破るためには、「社会に開かれた詩を」。そのために戦争や環境についての、何ら深い考
察を経ずしてなされた詩を提示する。そのような短絡に走る以前に、「詩を遊ぶ」技術の革命がなさ
れねばならない。これが現代詩の新しい実験である。
The General Plan for the Wider Acceptance of
Contemporary Poetry
Ken HIRAI
In the 20th century finding new rhetoric and forms was the most important quest for modern poets. Now,
however, at the dawn of the 21st century, it is vital to produce good readers. If the effort to develop such readers
is not made, no one will be able to understand modern poetry. This short paper presents a general plan for the
wider acceptance of contemporary poetry.
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